
事 項｜ もも、ネクタリン、すももの樹種複合での病害虫防除の多くを共通化する散布体系

もも、ネクタリン、すももを栽培している樹種複合園での病害虫防除は、樹種ごとの薬

ね ら し＼I剤散布により多大な労力と経費を要している。そこで、防除作業の効率化を図るために、

できるだけ 3樹種に共通させた薬剤散布のモデル体系を組み立てたので参考に供する。

指

導

参

考

内

容

1 もも、ネクタリン、すももの樹種複合園での病害虫防除の薬剤散布体系

対象病害虫 防除舟l
回 数 散布時期

（ネ クも9もリン ） すもも
（ネクヲリン ）

す も も

2 発芽青if 総 . 病 ふくろみ病 チウラム舟i 50 0倦

3 落花直後 ＼ ＼｜灰皇病 ＼＼＼下＼一 アンビTルフローアドブ頼ル 1 00 0 倍倍
又は J ス ワ 粒水和剤 1500 

翁 nl~
チ ウ ラ ム 剤 50 0倍

＼ ＼ ＼ ＼  
落花 10日 後 文は水サ和 パ硫黄剤 50 0 倍倍

4 又は ニー 60 0 

シンヲイムソ類 ダイアジノン水和弗l 1 00 0倍

...病 狭量E犠 テウラム溺 500倍

5 落花 20E3後

シンヲイムシ績 ダ又イiまアダジーノズンパ水ン和P剤F 1000 僑倦
3 000 

灰黒＇，， ,1星星9イ病筒ムν麺 、、、、 、、 チ文ウはラ水ム和ill.硫l黄舟l 50 0 倍｛立回

＼ ＼＼＼ 6 落花 30日 後
50 0 

ダイアジノン水和剤 1000倍

書荻h集墨 積書尾
炭 2昆病

チウラム部 50 0傍

7 E喜花 408 後

シン9イムシ類 ダーズパン DF 3 000倦

灰黒星星扇病
ベ ル ク ー トフロアブル 2 00 0倍 ベ ル ク ー トフロアブル 2 00 0倍

8 7月上旬

yンヴイムシ類 l 7.ラム ン類 サイアノックス水和剤 1 00 0倍 アデイオンフロアブル 1 50 0倍

黒灰星星病病 灰星病 ダコニール 1000 1000倍 ロブラール水和剤 1 50 0倍

9 7月中旬

シンヲイムン類 ジノテフラン剤 2 00 0倍 スカウトフロアブル 2 00 0倍

灰.星1l病病 灰 2量番号 ベ ル ク ー ト フ ロ ア ブ ／l, 2 00 0傍
1 0 7 Jl下旬

シン空イムシ鎖 モスどラン水溶剤 4 000倍

灰隻病 ストロビードライフロアブル 2 000倍

11 8 Jlよ旬
ダントツ水溶煎 2000 倍倍シン9イムシ媛 7フ．ラムシ鰯

又 i孟ジノテフラン斉唱 2000 

El11l翁 ロブ又ラiーまii's氷I剣結剤
1 500倍

1 2 8湾中旬
シンヲイムシ型車 モスピラン水溶剤 400 0傍

E111l翁 ストロビードライフロアブル 2 00 0傍
1 3 8 月下旬

シ〉ウ4ムシ類 y 7・ラムシ類 ジノテフラン All 200 0僑

14 9 J寺上旬 灰霊病 ロブ又ラ iー孟 ~l,B水1剣草書剤
1 500傍

1 休眠期 J］.カシハ ガットキラー草L剤 100・倍

（注） 1 灰色網掛けは、もも、ネクタリン、すももの共通防除時期を示す。斜線で

示した時期は薬剤散布が不要な事を示す。

2 EB I剤：アンビルフロアブノレ1000倍、スコア頼粒水和斉IJ2000倍、インダ

ーフロアブノレ5000倍を選択する。ただし、アンピルフロアブルのすももでの

使用回数は 2回以内なので注意する。

-101 -



指

導

参

考

内

容

2 「もも、ネクタリン、すもも」の樹種複合園では、平成21年もも病害虫防除暦（青森
県特産果樹病害虫防除暦編成会議編）の散布時期、散布団数に「落花直後」の薬剤散布
を追加し、年14回散布の計画を組み立てる。なおここでは、「すもも」は「日本すもも」
と「フ。ルーンj を示す。

3 この際、「ももJと「ネクタリン」は登録内容が一致する農薬が多いことから、「もも、
ネクタリン」を一つのグループ。として散布計画を立てる。

4 年14回の散布のうち、「もも、ネクタリン」は13回、 「すもも」は12回の薬剤散布にな
る。

5 「もも、ネクタリン」の樹種複合園では、 4月上旬の「発芽前Jから11月～ 3月の「休
眠期」までの13回全ての薬剤散布を共通化できる。

6 「もも、ネクタリン、すもも」の樹種複合園では 5月上旬の「落花直後」、 5月下旬
の「落花10日後」、 6月中旬の「落花30日後」、「 7月上旬」、「 7月中旬」を除く、 9回
の薬剤散布を共通化できる。

7 「落花直後」の薬剤散布は「すもも」のみを対象に行う。また、「落花10日後」と「落
花30日後」の薬剤散布は「もも、ネクタリン」のみを対象に行う。

8 「7月上旬」と「 7月中旬」の薬剤散布は「もも、ネクタリンj、「すもも」のグ、ルー
プごとに行う。

9 すもものシンクイムシ類対策
8月上旬以降に収穫する日本すももでは、「 8月上旬j と「 8月中旬Jに基準薬剤に

変えてスカウトフロアブソレ2,000倍を散布する。ただし、ネクタリンにかからないよう
にする。

もも、ネクタリン、すもも栽培において防除作業効率が高まり、また、 3樹種間で薬剤

期待される効果｜ドリフトのリスク畑山。

1 本資料は平成21年3月2日現在の農薬登録に基づいて作成した。

利用上の注意事項12 農薬を使用する場合は、必ず最新の「農薬登録情報』（http://www.maff.go.jp/j/nou
yaku/n_ info／）を確認すること。

3 「もも、ネクタリン、すもも」の樹種複合園における主要病害虫を対象に組み立てた

散布体系であり、せん孔細菌病や黒斑病、モモハモグリガ、ハダ、ニ類等の発生動向に十

分注意する。

4 せん孔細菌病及び黒斑病の防除では、 3樹種に共通して使用できる抗生物質剤がない

ので、発生がある場合は、平成21年もも病害虫防除暦（青森県特産果樹病害虫防除暦編

成会議編）又は平成21年度農作物病害虫防除指針（青森県農作物病害虫防除指針編成会

議編）に基づいて個別散布を行う。

担当部署｜青森県農林総合研究センターりんご試験場県南果樹研究センター ｜対象地域 ｜県下全域

（担当者名）｜（小笠原博幸、村井智子） ｜ ｜ 

平成17～20年度農林総合研究セント りんご試験場県南果樹研究センター試験研究成績概要集
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 もも、ネクタリン、すももにおける共通防除体系の実証（試験 1)

（平成18年 青森農林総研りんご試県南果研セ）

回数 散布時期 散布日 もも、ネクタリン すもも

2 発芽前 4/ 7 パルノックスフロアブノレ 500倍：＊

3 落花直後 5/22 パスワード頼粒水和剤 1,500倍

4 落花10日後 5/31 サニパー 600倍；
夕、ーズバンDF 3,000倍：＊

5 落花20日後 6/13 ノミノレノックスフ ロアブノレ 500倍：＊ オーソサイド、水和剤 800イ音
夕、ーズバンDF 3,000イ音＊ 夕、ース、バンDF 3,000イ音

6 落花30日後 6/20 サニパー 600イ音
夕、ーズバンDF 3,000イ音＊

7 落花40日後 6/29 ベルクート フロアブル 2,000イ音
夕、ーズバンDF 3,000イ音

8 7月上旬 7/10 ベルクートフロアブル 2,000イ音
アグロスリン水和剤 1,000イ音＊

9 7月中旬 7/21 夕、コニーノレ1000 1,000イ音 ！大石早生l収護前
アルバリン頼粒水溶剤 2,000倍； ロブラール水和剤 1,500イ音

スカウトフロアブノレ 2,000イ音

10 7月下旬 8/ 1 夕、コニーノレ1000 1,000イ音
モスピラン水溶剤 4,000イ音

11 8月上旬 8/ 9 ス トロビードライ フロアブノレ 2,000イ音
スカウ トフロアブル 2,000イ音＊

12 8月中旬 8/21 アンビノレフロアブノレ 1,000イ音
Iあかつきl収寝前 スカウトフロアブノレ 2,000イ音＊

13 8月下旬 8/31 ストロビードライフロアブル 2,000イ音

14 9月上旬 9/13 ロブラール水和剤 1,500イ音
l川中島自~~j 収護前

1 休眠期 11/29 ガットキラー乳剤 100倍

（注） ＊： パルノックスフ ロアブル、スカウトフロアブルはネクタリン、アグロスリン水和剤は、すもも
に登録がない。また、ダーズバンDFはネクタリンでの使用回数が 2回以内である。なおこれら
の薬剤は、本試験においては防除時期の把握のために使用した。

表2 共通防除体系実証試験（試験 1）における各種病害の発生状況
（平成18年 青森農林総研りんご試県南果研セ）

樹種 品種 灰星病（話） 黒星病（出） 炭症病（出）

もも 大久保 。
川中島白桃 。 2. 0 

ネクタリン プレーパートップ 。
すもも 日本すもも ニュー太陽 。

太陽 。
秋姫 1. 7 2. 0 

プルーン サンプルーン 。 2. 0 
グランドプライス 1. 3 
プレジデント 0. 5 

（注） 1 調査月日

もも、ネクタリン：灰星病； 8月22日「大久保」、 9月15日「川中島白桃j、 9月19日「プレ
ーパートップ」、黒星病； 8月 8日

すもも病害 ：「ニュー太陽J、「サンプルーンJ8月22日、その他は 9月 7日

- 103 



表3 共通防除体系実証試験（試験 1）における各種虫害の発生状況
（平成18年 青森農林総研りんご試県南果研セ）

区 樹種 品種 調査月日 調査果数
被害果率（出）

モモシンクイガ ハマキムシ類

もも 川中島白桃 9/12、9/15 281 。
共通防除区

すもも 日本すもも フォーモサ 8/10 120 。 2. 0 
ソノレ夕、ム 8/30 210 。 。

プルーン グランドプライス 9/20 328 。 。
フ。」ーノレフノレ 9/20 400 。 。
砂糖李 9/20 595 。 。

無散布区 もも 大久保 8/28、8/29 348 72. 3 

表 4 もも、ネクタリン、すももにおけるシンクイムシ類防除体系の実証（試験2)
（平成20年 青森農林総研りんご試県南果研セ）

散布時期 散布日 もも、ネクタ リン すもも

落花30日後 6/ 9 チオノ ックフロアブル 500イ音
夕、ーズパンDF 3,000倍；

落花40日後 6/19 チオノックフロアブル 500イ音 散布なし

7月上旬 7/ 1 ベルクートフロアブル 2,000イ音 ベルクートフロアブル 2,000イ音
サイアノックス水和剤 1,000イ音 アデイオンフロアブル 1,500倍

7月中旬 7/15 夕、コニーノレ1000 1, OOOf音 ロブラール水和剤 1,500イ音
スタークル頼粒水溶剤 2,000イ音 スカウトフロアブル 2,000倍：

7月下旬 7/25 ベルクートフロアブル 2,000イ音 散布なし
モスピラン水溶剤 4,000イ音

8月上旬 8/ 4 ストロビードライフロアブノレ 2,000イ音
スタークル頼粒水溶剤 2,000イ音

8月中旬 8/13 ロブラール水和斉lj 1,500倍
モスピラン水溶剤 4,000イ音

8月下旬 8/26 ストロビードライフロアブル 2,000倍；

スタークル頼粒水溶剤 2,000イ音

9月上旬 9/ 5 インダーフロアブノレ 5,000イ音

表5 シンクイムシ類防除体系の実証（試験 2）におけるモモシンクイガの発生状況
（平成20年 青森農林総研りんご試県南果研セ）

樹種 品種 収穫日 調査果数（果） 被害果率（同）

もも あかっき 8/ 8 40 5. 0 
川中島白桃 9/19 249 2. 0 

ネクタリン ファンタジア 9/19 221 1. 8 

すもも 日本すもも ソノレ夕、ム 8/ 7 98 28. 6 
秋姫 9/ 8 llO 53.6 

プルーン ビクトリア 8/ 7 502 3. 0 
サンプルーン 9/ 2 381 。
シュガーフ。ルーン 9/ 2 199 。
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